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緒　　言
　　余は前章1）において，植物精油面分の駆虫哲｛
用を槍討する日的で，豚蛆虫に対する毒性につい
て実験を行い，Dihydroeugenol，　Dihydrochavibetol，
Geraniol，　Citronello1，　Chlorthymol等が寿1／i・性大な
ることを明らかにし．た。
　　一方，Trenddenburg⇒が虹虫引筋に対するSan－
toninおよびその誘算体並びに「ヘノポヂ」油の作
川を槍討して以來，典剛［筋は駆虫剤の生物学的．効
力槍定法の1方法とし・て，しばしば利用されて來
た。虹虫引筋興奮作jljが駆虫効力を五｛二的に表好っす標
示とはならないとしても（Oelkers3♪，山崎・［下4），
塚イく5））これが駆虫作用と何等かの関蓮を有するも
のであろうと考克られている川辺（i），松本り，小
野S）！。
　　植物精油およびその成分の【駈矧筋興哲幸作川に
ついてぽ若干の報告がある。　すなわち，Me1γ
nicke9）ぽCamphcr　iこついて，　Sccllo）はMellthoUこ
ついて，Kochmannli）はChlorcarva　crolについて，
また田辺6）ぽThymol，　Mellthol，　Mentho11，　Mell－
th3・1acetat，　Campher，　Bomeo1，「テレビン」油，「ヘ
ノボヂ」油等についての虫i鯛i筋興奮作用を確かめ
ている。
　　併し，これら先人の業績から数多い精油成分
の斯矧筋に対する作用を推察することはできなV・。
依って余は28種の精油成分につき，同一條牲下
における虫匠開平に対する作111を比較検討せんとし
て本実験を企てた。
実駿方法
　　蛆蛆は是さ工Ocm以上の健全と思われるものを使川し
た。Straubの法に随い，環帯の直後15　mmを切取り腹部
のii1央を縦断して，体腔内容および腹憩経鎖を完全に除去
し，さらにこれを長さ10mmと5mmに2分して蛆蛸筋
標木を作成レた。この標本の長い：方は縦に，短い方はlfiだに
して一端を固定し，他端は「ヘーペル」に連結．L．て，縦筋
および環筋の蓮動を同痔に「キモグラフイオン」上に約6
倍に拡．大して描画させた。
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　　この際筋油木を室温にて系色えず空氣を巡しているRin－
ger田中に浸し，白詩浬動が比較的に・一・定す番のを待って，
予め藥物を戸斤要濃度に溶解して置いたRinger液と交換し
て，その緊張＃cよぴ運動にオσよぼ」一影響を観察した〔，
　　被’検藥物としては，　凶報の実験にて優制した2S種の
下品成分撫を使用し，それぞれにっき2×10－4，2＞（　10－5，
2×10－f｛，および2×10h7の4．通りの濃度（Borneolのみに
ついてはさらに5×10”9，10『4の1駐廷尉を迫加す）について
実瞼を才aこなった。
実瞼成績
　　Guajacol　：　2×10－F’の濃度”t’は縦・青筋ともに緊張
．L晒し・，ことに縦筋で1平しく，律動性運動も増大した。2×
10一．昼の濃度では，緊曲目の．ヒ昇・はことに環f窃に1著しく，環f窃
の’|：明な緊張．ヒ昇のたあに縦筋が受動的に仙展し．たと恐わ
れる所見が表われたe律動油津縮は始め」聡，大したが，緊張
上．昇するにつれて漸次振回は小さくなった（第1図参照）。
　　Dihydreeugenol　：　縦・環筋ともに律重ll性牧絋は増
大せず，ただ緊張は上昇して2×’1　O『1の濃度においては旧
格：JVこになった。
　　Dihydrochavibeto1：　2×ユ0－5および2×10－Aの濃
度で縦・八筋ともに緊張上昇し，耗動性収緬｛を増弧した。
特1こ八筋は．緊張上昇｝こよって漸i欠強直状になった　（第2図
参照）。
　　Isoeugeno1とIsoehavibetolとの混合物；　2xlO－5
の濃度で縦ゲ環筋ともに律動性攻紺は常に増傲しはじめ，
2＞（IO一・iの濃度では律動性敗縮の1曾強クよ著しく，緊張は縦i
筋では徐々にかつ持続的に上昇したが，環筋では一過性上
封の後に徐々に下降した（第3図参照）。
　　SafrO1　：　2×10　’一　5’の濃度で縦。環筋ともに緊張上テ1・
し，祁動収紺も」曾強し，2×10－4の濃度では遂に強直状に
なった。
　　IsDsafrol：　Safrolとほほ1同様な経過が見られたが，
蛎弼1筋の≦異奮作JI・11よSafrolより弱かった。
　　P・Cymol　：Oelkers3’）はP－Cymolの低｛農度では緊張
上昇し，高濃度（10－40mg／％）では比較的短い緊張上昇を
ともなう筋興奮の後に緊張は低下し，送に粗汁したと述べ
ている。余の実験にて虫画引筋は2×］〇一t｝の濃度で縦。環筋
ともに．緊張上昇，律動’性収紺の増配を示し，さらに高濃度
（2×10『i）では縦筋の．緊弓長は始め一ヒ博したが漸次低’下したs
これに反して環筋の緊張は持続的1こ上昇して張直｝1胞こなっ
た。　したがって高濃度で縦筋の緊所1乏が低下するのはOeト
kersの述べるごとく．麻痒したため’Cはなく，IW，”jの緊張．L
昇が縦筋のそれ．に比較して強いために、受動的に縦筋が弓1伸
されるものと考えらオしる（第4図参！1｛9。
　　Thymol　：・田辺6）は高濃度（1、：50，000）では縦筋の隻ξ
弓長は．ヒ呵することと，」震砺匁の．緊弓長1＝昇．Fこより受重加’1勺に∫乗馬
して低トすることがあると述べている。余の実、駈にても
2×1．0▼5および2x10一｛の濃度で環筋の緊張は1忙しく上昇
し，律動性収縮も著しく坤｝強したが，縦筋の緊張は一過性
で間もなく漸次低一トし，律動’1生蓮動の同数は藷二しくナ曾飽し
たが振rllは縮小した。
　　Carvacro1　：　2x　lo一　rTの濃度では縦・環筋ともに，緊張
上昇しことに縦筋では諭しく，律．動性牧紺は両筋ともに増
強した。濃度が増す蝕仏心はイ砥度に興奮し緊張．1二昇，律
動性牧縮の増弧を示し，環筋の．緊張は一一・」Lヒ回したが問も
なく漸次下降した（第5図参照）。
　　Chlovthymol　：　Thymo1とほぼ1司楼一（：“あった～第6
図参照）。
　　Chlorcarvacrol　：K：ochmannii）は高濃度で斜動｛団匪父
縮の1増幅，緊張の上男・を示したがついで弛緩したと述べて
いる。余の実験1にても2×1｛｝叩5および2×ユ0－4の濃度で両
筋ともに傾動性収縦は」曾彊し緊張は上昇したが，縦筋の緊
張は問もなく下降した。これは環筋の緊張が著しく上昇し
縦筋は受動酌に伸展したためと考えられた（第7図参照）。
　　Geraniol；　2x10－5および2xlO『4の濃度で縦・環
筋ともに律動性収紺増弛1し，緊張も上昇した。緊張の上昇
は環筋tcてことに著しく，ために縦筋は一過1生上昇の後問
もなく旧に復した。
　　CitronelloL　2×10－5および2×10－4の濃度で縦・
Jwptともに律動性浬動彗穿強し，緊張も上昇した。しかし，
2×10一．｛の濃度では一旦上昇した環筋の緊張は間もなく』ド
降した。これは縦筋の緊張．L昇著しく，ために環筋が受動
的にf巾展したためと芳えられる（第s図参照）。
　　Linalool　：　2×1⑪一4の濃ナ斐で縦・濃筋ともに緊張は
一4ﾟ 性に上昇したが間もなく再び下降し，律動’1生収紺の増
強も軽度であった。すなわ’ち，血匠矧筋の興奮作用はきわめ
て微弱であった。
　　Linaloolacetat　：　2＞q　Q一一1の濃度で縦・環筋に軽．度
の緊張上昇が見られ，ことに縦筋の緊張上昇は一一一過性薩Cあ
り，また律動性牧縮のナ｝雫強も軽度であった。すなわす魂匠矧
筋の興奮作川はLinalool　ll11楼微弱で？♪つた。
　　Campher　：2×10－5の濃度甲ξ律動性収縮の増‘血～は縦・
環両筋に見られたが，緊張の上昇は縦筋のみにわずかに表
われた。2xlO－4の濃度では蓮動は旺んになるが，緊張は
著明に、ヒ昇する場合（田辺6）の成績に一致）と，しからざる
場合（Mennicke9）の成績｛こ一致〉とがあった。
　　Borneo1；2×10一‘1および2x10－5の濃度では，縦・
轍こオしら精油戌分の大郡づ｝は，ロ本香料株式葡ヒ承1長故小野嘉ヒr魁＝の御惑鰍こよるものでE－7eb
亀
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猿筋ともに律勅性蓮動は減弱し，】O一’1の濃度で両筋のTit動
性蓮動の」曾大が表オ）れた。高濃度（5）〈10m・［）では両筋とも
に緊張．L昇し，祁動性運動の回数Jlさ加，振巾の新1小をきた
したが，漸次両筋ともに緊張徐々に下降するに到った。こ
れを要するに，Bomeolは低濃度で虹駄酒の浬動を抑制し，
高濃度でこオしを興奮し，後麻痺するものと考えられる。
　　a’Pinen　：2×IO”’s　tcよび2XlO　4の濃度で，縦・環
筋ともに律動性油漉はナ曾弧したが，緊張の上昇は衆慮のみ
に見られ，縦筋の緊張上昇は見られなかった（第9図参照）。
　　d・LimOnen：　縦・環帯ともに律動性癖継の」割血1は
2×10“6の濃度で見られ，緊張ヒ昇は2×10－4の濃度で見
られた、しかし，環筋の緊張はi筈明に上昇したが，縦筋の
緊張T：昇が幾分弱いように思われた。
　　1・Limonen　：　2×10一fiの濃度で縦・環筋ともに律動
性翌翌のみ増嵐し，2x10腎4の濃度では両型ともに紫張上
昇し律動性牧縦の潜物、をきたした。ただし，環筋の緊張上
昇は縦筋のそれよりやぺ膏明であった。
　　Terpineol；　低濃度（2×10－c；）では縦・環筋ともに律
動性丁零の増張のみを示し，緊張は高濃度（2×10－1）で始
めて上昇した。ただし，これもil￥開の経過とともに下降し
た。
　　Terpinolen　：2x10－5および2×10一一1の濃度で縦・
堺筋ともに繁張上昇し，律動｛ゾll牧紺は増強した（第10項参
照）。
　　Mentho1：田辺6）はMenthり1の稀薄溶液は血鰯ll窃を
興奮せしめ，その濃厚溶渡は著しく興奮せしめ後麻痺せし
めると蓮；へこ，また，松木7）はMentholでは血丘虫二筋は律動llVI三
蓮動を示さなかったという。余の実験では，2×10．一・9の濃
度で縦。瑛筋ともに律動性収績は」栩虹1したが，緊張には変
化がなかった。2×10’“4の濃度では縦筋の律動性毛縮は唯
もにiilf失し緊帳も漸次低下した。また環筋の律動性牧紺は
疽ちに減却して開もなG官失し，緊張は一過性に上界した
が再び下降した。これを要するに，虫丘矧筋は低濃度で．腿骨
し律動性収縮を増ll旦㌔したが，高濃度では麻辣するものと考
えられるD
　　Menthon；2×10－5の｛膨隻で縦・環筋ともに律動‘1“k
牧縮は」曾強したが，緊張の上男・は副筋のみに軽度に見られ
た。2×10叫の濃度では両懸ともに緊張の上昇，律動ド1三牧
絋の増轍が見られた。
　　Menthoglycol　：　螂脇方に対する作JIIはきわめて微
珊で，2x10州～2×10一「1の濃度で縦・環筋の律動’1制目縮の
回数のみ増加したが，振巾煎びに緊張には変化が起らなか
った。
　　Isopulegol　：　2×IO－sの｛男竪度でば縦・環筋ともに律
動性牧縮グ増甑のみ力呪られ，2×10一『1の濃度で環筋の緊
張は持続的にLケ1・したが，縦筋の緊張は軽度に一過性に一1：
昇し間もなく下降した（第】1図参照）。
　　Eucalypto1　：2×10－6および2y（10－5の濃度で縦・
壌筋ともに律動性牧縮の増1県のみが見られた。2×10－4の
濃度では律動性牧紺の」曾強とともに緊張上昇し，かつISO－
pulegolと同様の経過が見られた（第12図参照）。
　　「ヘノポヂ」油；田辺（1）およびTrendelenburg2）は「ヘ
ノポヂ」汕は稀薄なる濃度では虫匠蛾筋を興奮し，高濃度で
は強直駿となり，ついで麻痺したという。　余の実験では
2×10『5の濃度では緊張の上昇，律動性牧蔚κの讐ウ強が見ら
れた。2．×10－4の濃度では旗筋の緊張は持続的に．1：”一した
が，縦筋の緊張は一過性．1：昇の後漸次下降した、
総括および考察
　　実験に供した諸種精油成分の虹虫｛；1筋に対する
形響を通覧すると，総：ての精油成分が虫丘矧筋を興
奮させ，その緊張を上昇L・，律動性運動を塘彊す
る作川を有することが明らかである。狙しその作
用を細部掴）たって観察すると物によって幾分和
違を来たす。
　　大畑の精油成分ぽ多少薫辛の共こそあれ2×
10”4以下の濃度で蛭類i筋を興奮させ，　Dihydro－
eugeno1，　A・lenthoglycol，α一P三nen；お・よび　］Borneolで
ほ更に高濃度でないと興奮が起らぬというltil：的な
和違は見逃がせない。
　　更に縦筋と環筋との感受性の和違から精油成
分も物こよって種々の型の興奮を起すものと考え
られる。今その型を分類して考察すると次のごと
くなる。
　　1．高濃度で無筋の感受性が縦筋のそれに比
較して著しく弧いために，縦筋の緊張は一∫1．上昇
するが，環筋の緊張上昇が高度になるにつれて縦
筋ぽ受動的にf中噛して緊張は漸次下降する場合。
かような作用を現わすものにぽGualacol，　P－Cymol，
Thymo！，’　Chlorthymol，　Chlorcarvacrol，　Geran｛ol，
Isopulegol，　Euca、　lyptol，「ヘノポヂ」油等がある。
　　2．縦筋は持続的な緊張上昇を示したが，環
筋は一過性上昇の後下降する場合。これlrl　1．とぽ
逆に：環筋の受動的イrl展によるもので膵痺によるも
のでないことは，環筋の緊張が下降した際にも律
動性牧縮運動は消τ失せす，縦筋の緊張がlnS　7t上昇
することから明らかである。Cawacrol，19，　oeugenol
一
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とIsochavibetolとの湿合1勿，　Citronello［等がこの
種の興奮を起した。
　　3．縦・環筋ともに持続的な緊張上昇を示し，
縦・環筋の感受性がほぼ等しいためと思われる場
合。このような作J’1’jを現わすものにはSafrol，　Iso－
safrol，　Dihydroeug．　enol，　Dihydrochac　vibeto！，　d－Li－
monen，　1－Limonen，　Terp｛nolen，　Menthon，　Borneol
等がある。
　　4．緊張上昇をほとんど示さない場合。Lim－
Iool，一L｛nft，　loolaceta，　t，　Terpineoiの緊張上昇作用ぽぎ
わめて溺く，一・過性に上昇したが、縦・環筋とも
1こ聞もなく下降したし，α一Phnenでぽ環筋の緊張
は上昇したが縦筋の聚張．1＝昇作用はなく，　Men－
tlloglycolおよびMentholでは縦・環筋ともに緊張
は上昇せす，特に後者ではやや高濃度で麻11雪め現
象が見られた。Campherによる虹矧筋の運動増弧
は・｛ギ明であるが，緊張ぽ余り上昇しないカ｝，また
は縦筋の緊張のみが一’Ln性に上昇し後毛聾するか
であった，
　　以上のごとく植物精油成分の虹矧筋IC対する
作用は詳細に観察すれば必ずしも一様でないが，
少なくとも興奮作用の認められることだけは闇違
いないようである。從って余の実験および過去の
文献L’，t；，ti，f），tti，11）から，植物精油およびその成分はい
すれも虹蛆筋の興奮を起すものと見なして茱し支
えなかろう。また縦筋および環筋の反腱｛性は一慮
虹矧自身の種類および生存環境によって異なるこ
とが予想されるから，これ等両町に対する作用の
オ；1瞳は絶対的なものとばいい得ないであろう。し
かし少なくとも縦・円いすれか一i方の筋の緊張増
加が極端になれば他の筋が受動的に出展され，あ
たかも緊張低下のごとき観を．呈することがあるこ
とだけは否めない。
結　　論
　　1．28種の植物精油成分につV・て，乖ll軽を除
去した蛭矧筋の縦筋および環筋に対する作用を筋
の緊張および運動におよぼす影響から槍要した。
　　2．tれ等の精油成分はほとんど杢て虹矧筋
に対し興奮作川を有し，緊張を充め蓮動を旺んに
する。但しその様粗は
　　（1）縦筋と環筋とに対する作用彊度の異なる
　　　　場合。
　　（2）緊張上昇をほとんど起さぬ場合。
　　（3）興奮後に麻癌〔弛緩を起す場合。
等様々である。
　　　　　　　　　　　　　　　（27．4．5受付）・’
Summary
　　This　study　was　prima‘rily　conducted　to　ana］yse　the　action　of　2・8　compounds　originating　in
volatile　oils　on　the　longitudinal　and　circular　muscles　of　earthworms．
　　Al）　of　these　compounds　“Tere　found　to　be　stimulating　to　the　muscles　of　worms．　Tlie
stimulating　action　Nva，　g．　d｛scusg．ed　in　detat　il　and　in　reference　to　the　tonuf　and　contraction　of
inuscles．
　　No　rela‘　tionship　was　observed　between　the　action　on　earthworm　muscle　preparations　a，　nd　the
effeetiveness　against　in　vitro　p｛g　a，　scaris・　，
　　The　author　concluded　that　it　is　queg．　t｛onable　te　utilize　the　ea，　rthworm　muscles　for　testfng
：nthelmintic　propert｛es　of　i，　drug，・
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第3図 ｛1ε器濫。1混働の螂聾1筋闘す・糊
第1図　Guajacolの蛙蛸筋に対する作用
　　（L．は縦筋を示し，LR．は環筋を
　　　　　　示す。以下同じ。）
第4図p－Cymolの血鰯1筋に対する丁乍川
第2図　Dihydroehavibetolの蛭亘刷筋に対する作用
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第7図Chlorcarvacrolの蛆画碍i筋に対する作用
第5図Carvacrolの蛎弼1筋に夷｝する作用
第6図Chlorthymolの！駈蝋筋に対する作用 第8図　Citronellolの蛆蛎1筋1こ対する作用．
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第11図Isopulegolの蛾蛸筋に対する作用
第9図　α一Pinenの国国筋に対する作川
第12図Eucalyptolの蛆虫引回Pこ対する作用
第10図　Terpinolenの蛆酬筋に対する作用
